民間移管にかんする説明会　議事録

平成18年7月9日(日)10時30分～12時

市役所２階会議室にて

出席者：宇井課長、沢村課長、浅野さん、小川さん

父母参加者：高津西15名ほど＋他園６名。

まず、事前に提出してあった質問事項にたいする回答が、宇井課長より読み上げられました。※別紙参照。7日(金)に口頭で回答いただいたものと同じ内容です。

書面にないこととして

· 新規の法人も受け付けつけるのは、より多くの法人に応募してもらうため。

· 4月～5月は6名程度の公立保育士を残すことを考えている。

その後、質疑応答。

· 受諾法人選考委員会を公開できない理由は？　公平・平等というが、知る権利が認められず、何が公平なのか。

⇒法人が応募してきたとして、書類を出してくる。園長予定者、保育の方針、財務内容や資産など。書類審査をするが、法人会計などに精通してる人でないとなかなか理解しにくい。だから公認会計士を委員に入れている。委員は7人。大学教授２名、社会福祉協議会の理事が2名などある意味の専門家が委員になっている。決定された法人はいいが、選考過程で問題があらわれた法人の場合、よそで保育園を運営していた場合、情報の中身を公開できない部分がかなりある。決定した後なら情報公開するが、決定する過程では公平性や守秘義務がかなりあるので、できれば非公開としたい。もしどうしても父母会が委員として参加したいのなら、入って頂いてもいい。ただ、守秘義務があり過程についての情報を流すことはできない。７＋父母１名の８名で選考するとなると８名の意見が割れた場合、最終的に多数決になる。そういうわけで非公開としたい。議事録は部分公開。どの委員がどんな発言をしたかは公開できない。

· 引継ぎは１月～３月とのことだが、4月～にはできないか？なぜ？

⇒4月は年度が変わる。高津西は3月31で廃園。4月1日は民間保育園として立ち上がる。3月は新年度の準備をやる。基本的には１～３月まで引継ぎをしたい。４月以降は市の職員を全員は無理でも６名程度、研修や出張というかたちで行かせることはできる。４月に誰もいなくなるということではなく、４月１日からは民間保育園になる。１～３月は公立保育園が主体。４月からは民間の保育士が主体。４月は、民間保育士が全員そろう。調理がスムーズに行くか。もし変えないという場合、３月に引継ぎやって、４月５月と民間保育園が全員でやるという方法もある。基本的に１月からでも３月からでもやることは変わらない。いずれにしても３月と４月の境が重要。４月以降の保育を考えると、少なくともその前から引継ぎしないとうまくいかないと考える。最大限、３～５月という方法は考えられる。１月～３月の場合も臨機応変に４月５月も市職員を残すことはできる。

· なぜ５月まで？　１年くらい残せないのか？

⇒公立民間、両方の保育士にとってプレッシャーがかかる。形態の違う職員が同じ職場にいるのは。長ければいいというものではないと考える。

· 民間の保育士の労働条件が暗に過酷だということに聞こえる。

⇒公務員と民間が同じ職場にいると、価値観の違いからストレスがありうる。だからやらないということでなく、状況に応じて４月以降も対応する。

○保育士の異動について。高津西の先生を、たとえば高津南など転園希望の多かった園に、優先的に異動させてほしい。場所は変わっても知ってる先生がいるから安心という思いを親子がもてるよう。

⇒高津西の先生を村上に異動というのはしない。

· あそぼう会は？　利用者にアンケートとったら、なくなると困ると言っている。

⇒地域開放事業は民営化後も継続してやってもらう。県の菜の花子育て応援事業がある。民間だと補助金が最大50万円（年間）出る。保育士の講習などへの補助。地域開放事業をやるようガイドラインに入れる。あそぼう会という名前は変わっても、もう少し拡充できる。回数増えるとか。

· 民間園がやりたいといった場合に援助が受けられる？

⇒やりたいという意志があって、市がいいですよといって、県と協議して認められれば。

· やってくださいと市から要請することは？　

⇒　ガイドラインの中に入れる。

· 既存の民間園で子育て支援をしてないところに市が要請はできないのか？

⇒要請はできるが、強制はできない。

· 緑ヶ丘高津地区は、子育て支援を求める声に答えられない民間園が高津西の周辺に多数ある。そのこと自体が、行政の子育て支援に対する考えの甘さではないか。

⇒要請はしてるが、お金もかかることなので。

○　５年前から徐々に子育てしえんをやってもらえれば、これほど多くの人員を確保する必要もなかっただろう。前もって計画をして、将来的に３園５園民営化という計画があるからと情報を小出しにし、市民に協力を求めてアピールしていれば、こんな反発をしないですんだ。謝罪をしてもらえないか。

⇒そのへんについては申し訳ないと思っている。ただ、今回の民営化は在宅児の支援のため。核家族の育児相談の場が少ない。問題の抱えている家庭を保育園が中心となって支えたい。

· その問題はいま急に生じた問題ではないですよね？　

⇒子育てあり方委員会で去年１年かけて提言された。それを市のほうで検討して、民営化となった。

· 虐待に関しては、保育士にかなりの経験がないと発見できない。民間の保育士にそれができるのか？　研修内容も移管条件のなかに入るのか。　

⇒　民間にも研修を呼びかけているが、研修費用が削られている。

· 引継ぎマニュアルは保護者も見られる？

⇒　見られるようにする。

· 文書で謝罪してもらえないか？

⇒　

· 法人選考委員会が非公開とのことだが、ヒアリングの場に参加するとか、情報提供とか、候補園の園長予定者などと話をしたい。

· なんで非公開なのか納得できない。叩けば誇りが出るような法人に来てもらったら困る。応募のときに公開前提にしてもらえればいいのでは。選考委員にいれろといってるわけではない。

⇒前回も公開してない。

· 前例がないなら今回は変えてもらって、公開としてほしい。

· 3月に３園の名を隠されていたことで不信感がある。どこを信じていいのか。透明性を

増していくことが必要。誠実さを示してほしい。密室で決められたくない。保育園に来てプレゼンしてほしい。園でアンケートとるので父母の意見をくんで。

⇒今は答えられないので、上司と相談して早急に返答します。検討させてほしい。

· 虐待などの発見には経験年数が必要。よい人材の確保をお願いしたい。民間の宿命的弱点をあきらめないで、退職や経験年数の低下に歯止めをかける努力をしてほしい。

· 転園の締め切りは？　猶予期限は？　

⇒　通常は１月に現況届けを提出いただく。法人決定後、11月に説明会がある。転園希望があればその時点で転園希望を出してもらえれば最大限配慮する。

· 猶予期限を聞きたい。

⇒　１～3月の合同保育の期間中も、考慮する。

· どこまで考慮してもらえるのか？　生活が変わる。

· 「最大限配慮」というのがあいまいに聞こえる。最大限ではなく「優先する」としてほしい。4月以降も転園を受け付ける？

⇒　対応します。

· 茶々では責任の所在は？　苦情処理はどのようなしくみ？　

⇒　茶々では今のところ問題は聞いていない。開園当初、画鋲を踏んでケガしたケースはあった。うまくいっていると理解している。

· 市は苦情処理に関与してない？

⇒公立も民間も、苦情相談窓口を設置している。

· 茶々でケガしたことで不信感を抱いて大和田西に転園した人がいる。行政が視察に来るといったまま来なかったそうだが？　民間に苦情を言っても伝わらないのか。

⇒　苦情を直接言いづらければ、県にも窓口がある。

· これから選考基準が決まるが、最終のものをなるべく早く保護者に見せてほしい。

⇒明日、連絡会と協議する。

· 民間移管されたあと、事故や怪我の責任の所在はどこに？

⇒基本的には社会福祉法人。しかし委託主は市長。だから市に責任が一切ないということではない。

· 市も誠意をもって対処してくれるということ？　

⇒公立であれ民間であれ、そうです。

· 今週もう一度、こういう場をもうけて下さい。⇒わかりました。

